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鶴岡ロータリークラブ　荒窒警雲罰等冒警監攣長㌻品
事務所　鶴岡市馬場町　商工会議所内

Tg〃UPgA　斤071A屈y C上と旭　　　　　　　　電話0235輯5775

上）－253

創　立　5　34．6．9

承　認　5　34．6．27

1979．8．14（火）（晴）No．，7

伊東太一君　貸倉庫一上ノ山R．C

菅原鉄三郎君　雑貨小売一温海R．C
斎藤吉雄君　陶管販売　　笹本森雄君　ホ　テ　ルー鶴岡西R．C

◆ゲスト紹介

鶴岡工業高校Ⅰ．C顧問教師　阿部清三氏

小松広穂君

本日の一日出席委員長に佐藤忠君を指名致します。

皆川英二君

1．R．Ⅰ第253地区ガバナー佐原史哉先生より暑中御見舞のハガキ到着。
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2．創立20周年記念式典ご案内

寒河江R．Cより
と　き　9月9日　AMlO：00

ところ　寒河江中央公民館
登録料　￥6，000

3．会報到着

（1）塩釜R．C（2）寒河江R．C（3）山形R．C（4）山形西R．C

（5）山形北R．C（6）山形南R．C（7）鹿児島西R．C
4．新会員の推薦に関する氏名発表

横　田　庄　司　氏　　東京海上火災保険KK鶴岡支社長

◆インターアクト委員会報告　　　　　　　　　　佐藤順治君

去る8月10日、11日、12日の3日間、地区Ⅰ．C第14回年次大会、安積商業

高等学校Ⅰ．C創立10周年記念式典が、ホストC安積商業高等学校、スポンサ
ーC郡山西R．Cで開催されました。会場は郡山市開成山大神官参集殿です。

当クラブ関係の出席者は

鶴岡高専校　顧問教師　　　　本間先生、生徒6名
鶴岡工業校　顧問教師　　　阿部先生、生徒4名

交換学生　　　　ジ　ョ　ン君
鶴岡R．C I．C地区委員　三井　徹君

Ⅰ．C委員長　　佐藤順治君
全体的には　インターアクター（14校）　　110名位

顧問教師　　　　　　　　　　　14名位
ロトタリアン（ガバナーを含め）　30名位

「大会テーマ」は「今こそ行動のとき」

趣旨　国際ロータリー第253地区インタトアクトクラブ員が集団生活を通して

友情を深め、クラブ運営のあり方を追求し、リーダト意識を高揚する。

年　次　大　会　日　程　表



分　科　会

第1分科会Ⅰ奉仕グループ
（1）奉仕のあり方とその活動の場について。
（2）校内常時活動のあり方とその問題点。

第2分科会　Ⅱ国際理解グループ
（1）国際理解活動が私達の生活に何をもたらすか。
（2）国際理解を深めるための方法と、その問題点。

第3分科会　Ⅲクラブ運営グル【プ

（1）クラブ運営上の問題点について。
（2）クラブ運営上、ロータリークラブとの協力は如何にあるべきか。

全員6班に分れて討議。アドバイザーは各班顧問教師2名づつ。

最後に
1．会場が神社の境内で非常に環境がよく、皆さんとても勉強がし易かった

と思う。

2．班編成に当り、イギリス班、フランス班、ベルギー乱　オランダ班、ド

イツ班、インド班、ネバトル班、中国班、フイリッピソ班、カナダ班、ア

メリカ班、日本班と各校人員をバラバラにして編成したことは、新しい沢

山のお友達を作ることに大いに役立った事と思われる。
3．顧問教師、生徒が一体となり、極めて熱心に而も規律正しく行動されま

して、本大会初期の目的は充分に達せられたものと思われる。
4．大会日程がお盆に当った関係上、遠方より参加された方は往復共非常に

苦労された事と思われる。同じ夏休みでも時期の検討が望ましい。
尚、明年度は酒田市の天真学園高等学校がホストであるから、皆さん多数の

ご参加を希望致します。

◆インターアクト地区大会に出席して

鶴工校Ⅰ．C顧問教師　阿部清三氏

今年も皆様の全面的なご後援でⅠ．C年次大会に参加出来ましたことを心か
ら感謝申し上げます。

大会の様子は佐藤順治さんのご報告の通りで重複を避けますが、この年次大

会のホストをした安着商業高校は、今行われている全国高校野球選手権大会に

福島県代表として初出場した学校であり、しかもⅠ．C大会第1日目が丁度安
積商業高校の試会当日に当って、市長も学校長も甲子園に行っており、市全体
が高校野球一色という雰囲気の中での年次大会でありました。

云うまでもないことですが、Ⅰ．Cには3つの大きな柱があります。その1

つは自分自身でクラブをキチンと運営してゆくことにより、自分が立派になっ

てゆこうという「クラブ運営」であり、2つは自分が立派な人間になることに

よって他の人にも及ぼしてゆこうという「ボランティア活動」、3つは更に大

きな輪に拡げてゆこうという「国際理解」であります。今回の年次大会に参加
して、大会の持ち方だけでなく、Ⅰ．C活動の実践面でも少しづつではあるが

良くなってきていることを感じました。勿論、高校生のする活動ですから活動
の範囲は限られております。従って、余り背伸びをしないで、自分達がやれる

範囲はどこまでかを一応念頭におきながら活動してゆくことが大事ではないか
と思い、今回、大会の講評でもその点に触れて話をして参りました。



◆　ロータリー75周年記念事業について

75周年特別委員長　三井賢二君

ロークリト創立75周年記念事業として先に当クラブでは3H基金の送金を終

えましたが、クラブとしてもう一つ何かしようということで協議の結果、各自
の結婚記念日に1，000円を財団ボックスに寄付することにしたいと思いますの

でご協力をお願い致します。

◆出席のすすめ　　　　　　　　　一日出席委員長　佐藤　忠君

出席のないところに活動がないことを思えば、クラブが成功し発展してゆく
ために出席がいかに大事なことかが判る。ロータリーでは出席が非常に厳しく

規定され、連続4回の欠席の場合や、前、後半6ケ月の出席率が60％に満たな
い場合は、会員資格が自動的に終結することになっている。思うに、1905年発

足何来、ロータリーがここまで大きく伸びてきた一因は、出席について厳しく

云ってきたことにあると考える。

だが、出席の率にとらわれてその内容を考えないのは本末新例であろう○例
えば病気で休んでいる会員にはゆっくり静養してもらって、早く出席出尭る身

体に回復してもらうことが大事であると思う。
ついては、出席のためには健康が何より大切と思うので、親睦活動委員長と

も相談して近々ゴルフ大会をやりますので多数のご参加を望みたい。

◆スマイ　ル

佐藤昇君、富樫良書君、風間慶三君
設定、工事に関係した三川町の農村環境改善センターの竣工を記念

鈴木善作君一花笠まつりのご協力に感謝して。


